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初 公 開 は 相模 原 キャ ン パ ス 特 別 公開 


7 年 の 歳 月 を 過ごし て 地球 に 戻っ て きた 再 突入 カプ 
セル 。 そ れ が 世界 で 初め て 一 般 に 公開 され た の が 7 月 
30 日 ( 金 ) と 31 日 ( 土 ) に 開催 され た JAXA 相模 原 
キャ ン パ ス の 特別 公開 で す 。 唯一 無 二 の 研究 試料 を 手 
に し て すぐ さま 研究 に 取り 掛か り た い 研 究 者 に 少し の 
あい だ 辛抱 し て も らい 、 専 用 の 展示 ケー ス な どの 準備 
を 粛々 と 進め まし た 。 と は いえ 狭い キャ ン パ ス に 例年 
1 日 1 万 人 程度 が 詰め か ける 特別 公開 に 、 再 突 入 カ プ 
セル の 特別 展示 が 加わ る わけ で すか ら 、 大 混雑 と な る 
の は 必至 で し た 。 そ こ で 、 混 乱 を 少し で も 回 避 す る た 
め に 、 隣 接する 相模 原市 立 博物 館 に 特別 展 を 中 断 いた 
だ いて 、 特 別 展示 室 を お 借り する こと に し まし た 。 そ 
れ で も 当日 は 早朝 か ら 「 は や ぶさ | カプ セル 展示 待ち 
の 長蛇 の 列 (最大 4 時 間 待ち ) が 発生 し 、 2 日 目 に は 
開場 を 9 時 に 繰り 上 げ て も らい まし た が 、 一 時 は 列 
が 伸び て 相模 原 キ ャ ン パス の 構造 機能 試験 棟 や 飛翔 体 
環境 試験 棟 の 出入 口 を ブロ ッ ク す る ほど に な り 、 待 ち 
行列 の 受付 を 一 時 中 断 す る な どす る 必要 が あっ た ぐら 
いで す 。 あ まり の 行列 の 長 さ に 見 学 を 断念 し た 方 も 多 
いよ う で す 。 

カプ セル 展示 の 方 の 入場 者 は 初日 が 約 1 万 3.000 
人 、2 日 目 が 約 1 万 7.000 人 と 聞い て いま す 。 8 時 
間 で 1 万 7.000 人 を さば いた と いう こと は 、 単純 計 
算 で も 1.7 秒 に 1 名 の ペー ス で 人 を 流し た こと に な り 
ます 。 並ば れ た 皆さん は さぞ か し お 疲れ の こと だ っ た 
と 思い ます が 、 ア ン ケ ー ト を 見 る 限り 満足 度 も か な り 
高かっ た よう で す 。 列 に 並ん で いた 方 か ら は 、 行 列 の 
マナ ー も と て も よかっ た と うか が いま し た 。 
すぐ に 筑波 宇宙 セン ター ム へ 移送 

7 月 31 日 の 夕方 に 相模 原 キ ャ ン パ ス の 特別 公開 を 
終え た の ち 、 夜 を 徹し て の 作業 が 行わ れ 、 1 日 の 早朝 
に は カプ セル を 筑波 宇宙 セン ター に 搬入 、8 月 2 日 か 
ら 5 日 に か け て の 一 般 公開 に 備え まし た 。 カ プ セ ル 、 
特に 機械 的 に も ろ い ヒー トシ ー ル ド へ の ダメ ー ジ を 極 
力 抑 える た め 、 輸 送 に あたっ て は エア サス 車 を 使う だ 
け で な く 、 継 ぎ 目 の 少な い 湾 岸 道 を 選び 、 時 速 70km 
程度 で 走行 する ほど の 念 の 入れ よう で す 。 

つく ば で の 一 般 公開 に 先立っ て 1 日 に は 天皇 、 皇 
后 両 隊 下 も 視察 に 立ち 寄ら れ 、 興味 深 げ に ご 覧 に な り 
まし た 。 
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日 か が げ の な い 筑 波 宇宙 セン ター で は 待ち 行列 中 の 熱 
中 症 対策 が 最大 の 懸念 事項 で し た が 、 そ れ 以 前 に 駐車 
場 待 ちの 行列 が で き 、 屋 外 で お 待ち いた だ く 時 間 は 案 
外 短 く て 済ん だ よう で す 。 


丸の内 で も 好評 


8 月 15 日 か ら 19 日 に か け て は 丸の内 で も JAXA 
i サ マー ウィ ー ク 「 お か えり 、 は や ぶさ っ 君 が 私 た ち 
に 残し て くれ た も の | 特別 イベ ント が 開催 され まし 
た 。 こ れ は 毎年 恒例 の 子ども 向け イベ ント に 加え 、 カ 
プ セ ル の 展示 と 、 関 係 者 に よる トー クシ ョ ー を 行う と 
いう も の で す 。 トークショー は 初日 で ある 15 日 に 丸 
善 ・ 丸 の 内 本 店 3 階 の 日 経 セ ミナ ー ル ー ム を お 借り 
し て の 実施 と な り ま し た 。 総 入れ 替え で の 3 部 構成 で 
し た が 、 各 回 120 人 の 定員 に 対し て 6 倍 強 も の 応募 
が あっ た そう で す 。 私 は 対談 の 聞き 手 と し て 3 回 全部 
に 登壇 し まし た 。 

一 方 の カプ セル 展示 の 方 は 丸の内 オア ゾ 1 階 の 「 〇 
〇 広場 ( お お ひろ ば )] で 実施 し まし た 。 立 地 の よ さ 
か ら 大 混乱 が 予想 され まし た が 、 時 間 が 8 時 か ら 20 
時 、 日 程 も 5 日 間 と ゆとり が あり 、 整 理 券 を 配布 する 
な ど し た 結果 、 と て も スム ー ズ に 公開 で きた よう で す 。 

な お 、 近 隣 の 店 舗 で も 「 は や ぶさ 」 記念 特別 サー ビ 
ス で 「 は や ぶさ ] ラン チ な ど 特 別 メ ニュ ー が 登場 し 、 
丸の内 が 「 は や ぶさ 」] 一 色 と な り ま し た 。 


そし て 全国 行脚 へ 


相模 原 か ら 始 まっ た カプ セル 展示 の 見 学者 は 、 つ く 
ば 、 丸 の 内 で る 着実 に 数 を 伸ばし 、8 月 19 日 に 丸 の 
内 イベ ント が 終了 し た 時 点 で 10 万 人 を 突破 し まし た 。 
これ は 大 きめ の 科学 館 の 年 間 来 場 者 数 に 匹敵 する 数 で 
す 。 そ し て いよ いよ 9 月 か ら は 角田 と 大 阪 を 皮切り に 、 
全国 各地 を 回 り ま す 。 こ の 数 を 一 体 ど こま で 延ばす の 
か 。 7 年 間 、60 億 km を 旅 し た 「 は や ぶさ 」 の 新た 
な 旅 の 始ま り で す 。 
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SAKAMOTO Seiichi 
宇宙 科学 研究 所 教授 / 宇 宙 科 学 広 
報 ・ 普 及 主幹 。 専門 は 電波 天文 学 、 
星 間 物理 学 。 宇宙 科学 を 中 心 と し 
た 広報 普及 活動 を は じ め 、 ロ ケッ 
ト 射場 周辺 漁民 と の 対話 や 国際 協 
力 な ど 「 た い が い の こと 」 に 挑戦 
中 。 写真 は 待ち 行列 の 人 た ち に 状 
況 を 説明 する 筆者 
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由 攻 団 贅 志 G 沸 胃 S "を 人 選 ト 
ペー 公 | 蜂 半 で さらっ が や SS 
時 り 叶 シン ゥ て 寺下 G 声 潤 祥 ゴ 
や G 固 信 装 史 赴 びら っ うぷ や ” 忠 完 
5 岡 層 組 宮 め で お ン や 年 半 く 
過半 が 人 生 や ピ っ が つ 尺 全 人 ト 
ト へ ロー 全 環 で KO の 8 時 
園 全 陸 寺 ee つ ひ ロ つが つめ 


由 男 詞 医 N6 民 で 
画 角 配 ぐ 層 や 隊 名 
「 岬 ]) 寺 
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時 り せ 人 本 電導 概 め 肝 提 つい 
選 和 志和 人 8 ン 林屋 囲 財 半 
べり ひっ 6 補 抽 く Sw つ お 
as2 の どら マ 寺 8 十 で 地 電 麟 
S 琶 届く 有 お 前 四 つ as つが 


ドコ 
還 性 じ G 羽 交 畿 


ーー ロロ 和 を ら G 楽 記 28 っ 公会 の つつ や で 
華代 呈 将 全 才 恒 球 章 画 公 xo の 
つ 全 下村 こ きこ や 余地 電導 外 
S 忠 細 じ | 握ら ST po 地雷 
GS 半 定 正 じ いっ し 3 串 更 囲 つ 3 
ML 計っ 笑 敵 ちゃ "の 有り 8 装 和 が 
守 昼 提 全 Q い 人 S 選 ポ や "ーーO27 
地 坦 G 茶 岐 押 臣 史 菩 古 り 窒 つ ン 
麹 机 つり か り つや ゃ " 園 朋 宮 り 
5" 妃 可 呈 守 周 殆 定 臣 計 定 写 皿 
つめ で いっ soS の や セ 全 。 凸 攻 G 惑 
人 28 で の の か が 旨 全 で 過 丸 ” 恩 
時 富 球 尊 地 地帯 桂 称 較 倒 松 測 つ 
"Av 中 知子 証 沿 性 つ らく ン つ の っ 
心 り の 公知 曽 澤 定性 6 麗 席 
EtG@ の つう 全 つ か が 6 っ の as つが 7 
so いい 8 史紀 上 米 杏 思 号 盾 < 
握 倒 札 班 % で りつ の” つの oo の 
叶 ジ り 上 療 G 吉 軸 但 瀧 で 心 を ン 
訓 半 つ np で QGP セ 倒 。 の 
SICDIEISYS と SW 議 に SENIIt コ と 
ぶ G 吉 半 岡 朋 号 可 : く 案 ビ パ 
いじ 弁 夷 つ きち で 58 ささ ン SS 選 
nwG 届 る 弓 軌 加 吐 語 
コリ 販 枝 @ ぐ の 恒 落 トス 尿 全 
ざさ 馳 人 ぐり つり SS” 凸 抽 G<9 半 
提 圭 定 臣 G 引 絡 凍り つの 全 め か 
だ こま どく AS さ つこ 
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事 、 環 境 な どの 面 か ら 宇 宙 開 発 【 
つい て の 問題 を 研究 。 宇 宙 科 学 評 


| 芝 つ つい 約 半 つ PoG の 
判 味 ら 窓 ぐ ペロ 加 関 K ト ーー 
ーE 全 コ の の FT 時 り 選 で 志和 で で 
G 公 が で 会 ちり SS で つっ が 
視 坦 り 牙 生 ee 困 谷 写 G 問 定 を 鞭 漁 
り で っ し 来 代 や 有 で 85 こっち きっ っ 


っ 心 り つり で KK トー リコ 


。 著書 に 「 日 本 の 宇宙 


員 
戦略 ] ( 護 座 義塾 大 学 出版 ) な ど が 


ある 


議会 評議 


りう 愉 つ 守 詞 家 セ s9 直 惑 全 で 上 
藤 @ 志 仔 旋 等 G 世 伽 の つ 公選 で で お 
りつ 公 。 の 時 鶴 講 つ 尺 地 坦 殖 攻 
SUR す こと こる りこ 

ー 一 地 坦 玖 貢 志 党 李 県 2 っ の 
S も つぶ 

骨 いら 和民 直 垣 列 攻 示 
准 畠 ら " 地 垣 凌 立直 組 め 
呈 六 品詞 和 宮 りら 電 っ 地 坦 回 称 老 

で い 岡 むつ る ひつ ろう 愉 G 公 | 晶 G 生 
ヾ へ の ゃ ANG 居 信息 58 
還 呈 8 お つね ぐら ゃ 公選 
倒 札 っ っ ぷ や で" 折 電 的 藤 地 り 
25” 時 写り 地 地 下 編 堆 弥 生 : 
リー JA6 で つっ 6 つめ 全 っ 
較 ⑯ 曲 所 ら あ S っ 臨 補 りゃ ” 己 
時 co 下層 め 0 且 丸 地 舞 理 編 志 定 
舞 弓 トー キ へ ミー 愉 G 「 芋 密 
屋 cG が つつ 人 | 中 Ko 障 ら や” の 
G 更 編 ぬ ao つり IN へ KG 忌 忌 
麗 っ 装 線 誠二 *G り つつ 全 ao っ ) 還 
っ 6 や" 

過 坦 更 編 遂 叶 マン 蛋 朴 つ ” 定 湿 
ャ ve 人 束 結 富吉 次 や 条 邊 や 年: 
つり 46 で の 王 そ 紀 半 記 で が 
ら 直 電 昌 祝い ひら っ 叶っ < 半 や 
地 電 紅く べつ を セン Stem 上 抽 
室 幸 GSto つ と 半生 で ウッ ンタ 
か ゆい 
ド R ト や 時 外 つ * 

凡 環 所 拓 時 ぐ 


ーー 素地 2820G の の S 時 逆 や 社 恒 
寺 り 敵 . で yet いり DS で G の 人 
幅 作 記 全 生 り っ 束 KsG の や" 
末 六 想っ 丸 結 人 記 入 eo で 


中 G 忌 寺 G つ RS 中庄 5” 面 
殆 り ′ 字 地 G 肝 守 詞 臣 を 志 坦 ら ぐ 
NE/S2YECdC< い ESECRX く 
天敵 全 守 あつ 丸 ” 字 李 ロ い っ し 
路 窒 症 で で 丸 要 9 な GS 「 視 
電 淀 定 ]」 りゃ "のり りら 宮 鐘 惑 
淫ら | 隙 会 地 坦 天 証 光生 つり 
5 っ ちや っ | つ 来 急 
で っ が セ ) 7 
多 や 迷 ら 8 民 竹 G 早 
記 定 甘 ぐ 性 云 会 ” 葵 
の ら 栄 りら 5 岡 共栄 応 や 
つり 5 お 包 コ で < 
半 G 中 写り 到 つじ 因 
個 壮 り 較 朋 所 員 ぬ 
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つら 386 人 6 で お G や や 公 。 ー ズ 纏 
ぶつ 生 つ ね ンド 玉 本 称 Sm ヘ ペー 
ヘー ミワ 且 六 K0@ の けつ りつ 6 つ 
守 ) 下 気 営 所 県 件 @⑱G 迷 直 " 
士気 諸 志 NG 並 ぐ 遇 宗 青 全 " 
で て K マ ネー 公 。 政 気 ら 刻 球 公 慎 
ぐら っ お 視 垢 現 科 で JSP 


恨 ] 全 征 で っ が 生地 電 現 の 
っ 愉 G3” 社 坦 府 泊 全 周忌 で で 
りら も で や PyG 並 G 困 肖 補 4 
S 守 誠 <t 背 りら ye 中 選 史 近 半 届 
SS っ soG っ りう 36" 
ーーSG ン ふっ G 素 ぐ 囲 倒 地 電 世 
寒 壮 ( 固 倒 迷 応 臣 所 *@ りつ) 
つら っ seG ら ゃ 公 " 

骨 娠 着 つ 較 倒 喘 や 民 G 倒 
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*oSwS こ GS 下 束 但 ら " 販 尿 岡 倒 
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SSG 地 坦 加 編 彫っ が や 
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國 ぬ つり っ ンコ っ op の 会 で" 
り で ぐ G 較 人 8 下 角 つ ロン っ 司 余 
人 S 選 6 生 ” 較 り て ロ 加 関 組 号 
つい っ se 較 令 人 軸 ド 較 で ロ 加 喘 
史 園 臣 つ いっ ゃ 国会 記 S 較 に 
っ 心 起 突 史 提 sm-” 字 坦 更 注 
CO で ら っ ce 団 人 ダ セ い 他 坦 逐 
ぬ 宗 直 つ いっ ko の つり か 
NeQJ” や じ G 園 人 圭 
思 つ いこっ ぷ ン P ゃ 地 坦 介 編 どり 想 涯 
356 っ で ちら ゃ で 

由 攻 さっ "Av 宮 公 で” 男 咽 示 
3QCcG 製 馬 和 % セ ドー いひ 
栄 ら りゃ "on ひで 8 吾 思 示 や 7 
迅 部 G 固 倒 区 1S 選 坊 和 現 隷 本 の 
5 駆 箱 寺 の つり セ らら 6 固め 
つ 38co つ 提 s 生 ” 地 環 梁 ぐ ポ 
小 選 8 セ ら り 環 町 二 多 JIG 有り 
っ が や で 6 で 迷 抹 史 塞 下 つ い 


国 に 物理 的 損害 を 引き 起こ し た 場合 、 打 
ち 上 げ 国 は 無限 の 無 過失 責任 を 負う 。 宇宙 
条約 6 条 ・7 条 の 規定 を 具体 化し た も の 。 
月 や その 他 惑 星 の 国家 や 私 人 に よる 領有 


を 否定 。 月 と 月 の 資源 が 人 類 の 共通 遺産 で 
あり 、 国 際 レ ジー ム に より 商業 開発 を 行う 


上 げ 国 は 国内 登録 壮 へ の 記載 、 国 連 事務 
こと な ど が 定め られ て いる 。 


打ち 上 げ 国 が 宇宙 物体 の 落下 に よっ て 第 
宇宙 物体 の 識別 を 目的 と し た も の で 、 打 ち 
総長 へ の 情報 提供 が 義務 づけ られ る 。 
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由 青 半 封 紀 代 人 如 手 送 りつ る 
倒 りや 畠 記 移 鐘 じ 地 舞 現 
敵 る ぶつ "| 話 似 史 近 る SQ の 居 
ン S き Ss つ 羽 ) 字 坦 溢 り 選 て 
3 全 ひ の 昭 ひ つっ が 本 つの > の 


性 周り つ " 


ロロ ロロ JE ビビ T 
INFORIMIATIOIN 


A 人 欠 A 最 前 


向井 千秋 宇宙 飛行 士 か ら 説 明 を 受け る 両 殿下 @ 読 売 新聞 社 川 ロ プロ ジェ クト マネ ー ジ ャ か ら 説 明 を 受け る 天皇 、 皇 后 両 陸 下 @ 潤 城 県 ae 9 月 11 日 20 時 17 分 、 準 びき | は 、 準 天頂 衛星 シス テム の | INFORMATIOIN 1 


衛星 配 機 「 み ちび き 」 が 、 初 号 機 と し て 、 GPS 補完 ・ 補 強 |? 代 大 直人 向 是 初 号機 


種子 島 宇宙 セン ター か ら 革 IA に 関す る 技術 実証 ・ 利 用 実証 を 行 さ さ 
ロケ ッ ト で 打ち 上 げ ら 6 れ ま し た 。 いま す 。 みち びき 打ち 上 け 
ロケ ッ ト は 正常 に 飛行 し 、 打 ち 上  ※ 測 位 を 行う た め に は 、4 機 以上 の 人 工 衛 星 
げ 後 28 分 27 秒 に 「 み ちび き | を か 5 ら 測位 信号 を 受信 する 必要 が あり ます 。 
分 離 し た こと を 確認 し まし た 。 準 間 お に 8/ 
天頂 衛星 シス テム は 、 日 本 の ほぼ index_jhtml 

天頂 ( 真 上 ) を 通る 軌道 を 持つ 人 ツイ ッ タ ー は こち ら 

工 衛星 を 複数 機 組 み 合 わせ た 衛 早 http://twitter.com/QZSS 

シス テム で 、 こ の シス テム が 実現 は の 権 了 と 、 

すれ ば 、 常 に 1 機 の 人 工 衛星 を 日 、 準 天頂 衛星 シス テム イメ ー ジ 図 ( 下 ) 

本 上 空 に 配置 する こと が で きま す 。 
人 工 衛星 が ほぼ 真 上 に 位置 する こ 
と で 、 山 間 部 や 都心 部 の 高層 ビル 
街 な ど 、GPS 衛 星 の 電波 が 測位 
を 行う た め に 必要 な 数 の 衛星 (※) 
が 見 通せ な い 場 所 や 時 間 に お いて 
も 、 準 天頂 衛星 の 信号 を 加え る こ 
と に よっ て 測位 が で きる 場所 と 時 
間 を 拡げ する こと が で きま す 。「 み ち 


記 ら 08 オラ ンダ の アレ キ ん と テラ 
ンダ ー 和 皇 太 子 と と も に 、9 月 14 

日 筑波 宇宙 セン ター を 視察 され ま 
し た 。 両 殿下 は 水利 用 に ご 関心 が 
高く 、 人 工 衛星 を 利用 し た 水 資源 
へ の 取り 組み に 関す る 説明 を 受け 
られ 、GCOM-W1 の フラ イト モ 
デル を 視察 る され まし た 。 ま た 、 
際 宇 宙 ス テー ショ ン の 日 本 実験 棟 
|「 き ぼう 」 の 運用 管制 琶 で は 、 向 
井 千 秋 宇 宙 飛 行 士 か ら 国 際 宇 宙 ス 
テー ショ ン で の 水 の 再 利用 な ど に 
つい て の 説明 を 受け られ まし た 。 


暫 有 rr ンタ ー を 訪 5 と 1 二 
れ た 天皇 、 皇 后 両 陸 下 は 、 小 
惑星 探査 機 [は やぶ き 」 が 持ち 帰 大 旦 、 旦 后 両 隊 下 


っ た カプ モル を 視察 され ま し た は や ぶさ る , 
ヒー トシ ー ル ド の 実物 な ど を 前 に 、 カブ エセ エル 視察 


川口 淳一 郎 プ ロジ ェクト マネ ー ジ 
ャ に 熱心 に 質問 され まし た 。 


呈 N ロ I ユ 内 ロ INI 


se0krNTH 


古川 宇宙 飛行 士 の 
SS 長期 滞在 に 向け た 訓練 公開 


1 日 、 席 流 宇 宙 セ モン ター に て 、 を 使用 し て 、GHF の 設定 作業 や 、 
聡 宇宙 飛行 士 の 国際 宇宙 ステ 実験 で 使用 する 試料 カー トリ ッ ジ 
ーション 長期 滞在 に 向け た 訓練 の を GHF 内 部 か ら 取り 出し 、 地 上 


国際 宇宙 ステ ーション 
長期 洋 在 ミッ ショ ン 報 告 会 の 開催 


自重 一 NN 伴 時 音 填 選 | 」 


乱気流 検知 シス テ 
ム に つい て 説明 す 


い 


2 次 第 23 次 長期 革 在 クル 
し て ISS に 滞在 し た 野口 聡 


る 張 替 正敏 運 航 ・ 間 
安全 技術 チー ム 長 


| 


プレ ス 公 開 が 行わ れ ま し た 。 今回 
の 訓練 で は 温度 勾配 炉 (Gradient 
Heating Furnace: GHF) が 対象 


に 回 収 す る た め に 梱包 する 作業 な 
どの 手順 を 、 手 順 書 に 治っ て 訓練 
し まし た 。 訓練 終了 後 、 古 川 字 宙 


一 宇宙 飛行 士 と 、 長 期 滞在 を と も 流 開 は す を ン て 京 ーー 
に し た NASA、 ロ シア の クル ー ( 発 > | 迎 2 フ の 以 宇 世 上 は 5 と な り ま し た 。 GHF は 、「 き ぼう 」 飛行 十 は 報道 関係 者 か ら の 質問 に 
に よる TSS 長 期 浴 在 ミ ッ シ ョ ン の を 全品 え 2 ェ クッ 理 月 っ 困 え き 日 本 実験 本 船内 実験 室 に 設置 きれ 答え 「 医 師 と し て 、 科 学者 と し て 、 
の 報告 会 が 、 9 月 15 日 京都 で 開 ス で て 流 第 シ で 場 ム 了 の 貼 究 2 る 勾配 妨 ラ ッ ク に ある 実験 装置 で 、 また ISS の 運用 者 と し て 、 宇 宙 で 
か れ ま し た 。 ミ ッ シ ョ ン の 映像 を 2 いり > 検 旧 シン: 時 遇 二 誠に 半導体 材料 の 結晶 成長 実験 な ど を いい 仕事 を し た い 」 と 抱負 を 語り 
交え な が ら 宇 宙 で の 活動 を 紹介 。 の を へ 誠信 開催 屋 塗装 が 行う た め の 装 置 で 、HTV2 に よ まし た 。 古川 字 宙 飛行 士 は 、 2011 
また 「 人 類 の 宇宙 進出 」 を テー マ 用 空 し の の の ゲ す まれ て ば 3 り 打ち 上 げ 6 れ ます 。 打ち上げる 年春 頃 か ら 約 6 カ月 、ISS に 長期 
に し た パネ ル 討 論 $ あ り 、 宇 宙 が 化 財 肖 了 電 | 8 ま 』 と 0 GHF と 全く 同じ 地上 モデ ル ( 訓 滞在 する 予定 で す 。 
王 活 の 場 に な っ た 場合 、 人 文 社 全 の の で | を 一 | は た 航 の は 練 や 地上 実験 用 の 実物 大 モデ ル ) 
科学 分 野 の 研究 が 必要 と され る こ 取 乱 研二 減 紀 に 初 *A h 
ISS で の 生活 を 紹介 する 野口 宇宙 飛行 士 と な ど が 議論 され まし た 。 ま た 、 Pi 0 0 名 日 1 RS 
会 場 と の 質疑 応答 で 、 重 力 が 生活 む 会 船 の 力 で 用 初 組 技 名 
に に 及ぼ す 昌 響 に つい て 、 野口 さん り 場 の 技 面 ほ の エタ 72 人 不全 
宇宙 航空 研究 開発 機構 機関 誌 No.()34 は 「 物 が 浮い て 困る こと も ある が 、 間 き 内 二 HL 下 あ 術 の 

発行 企画 JAXA (宇宙 航空 研究 開発) 無重力 の 方 が 排便 な ど を 含め た 日 『 逢 仁 問 委 Y た 船 ュ 介 日 

前 和泊 は 楽に な る し 感じ た 」 と 記 作る 用 だ 信吾 タ 2 第 凍 

印 届 製本 人 株 式 会 社 ビー シー シー 想 を の で まし た 。 "が を た た 発 の エッ 2 催 

2010 年 10 月 1 日 発生 和 和 果 : 細 還 吉 の 部 試料 カー トリ ッ ジ の 

JAXA' 幼 集 委員 会 に し の ぉ け に の 開 我 福 包 手順 を 確認 する 

委員 長 的 川奈 宣 邊 ヾ 有 … る っ 開発 が 古川 宙 飛 行 土 。 

委員 長 舘 和夫 を 満 全国 ,、 発 と 左 は GHF の 地上 モデ ル 

委員 阪本 成一 寺門 和夫 喜多 充 成 か 席 宇 工 際 - と 日 最 

顧問 。 山根 一 條 この 笛 V 協 こ 運 本 大 


ッ シ ョ ン を 迅速 か つ 高 頻度 に 実現 する 小型 科学 衛星 


設 設計 図 や 観 》 | 


デー タ を 読み 込み 、 
科学 者 と の コラ ボ で 生み 出す 
リア ル で 美しい 宇宙 の 次 


「 小 学校 1 年 生 の 時 、 


宇宙 の スケ ー ル の 
大 き さ に ショ ッ ク を 受け まし た 。 地球 が ボ 
ー ル 大 だ と する と 、 太 陽 は 運動 場 の トラ ッ 


。 実際 に ボー ル を 持 
っ て 運動 場 に 立ち 、 初め て 宇宙 の スケ ー ル 
を 実感 し まし た 。 で も 王 ・ 長 嶋 の 全盛 期 だ 
っ た の で 打ち 込ん だ の は も っ ぱら 野球 。 ボ 
ー ル が 見 えな く な る まで 遊び 、 一 番 星 を 眺 
め な が ら 家 に 帰り 、 天 体 望 遠 鏡 で 夜 遅く ま 
で 星 を 観測 し まし た 。 小 学校 5 年 生 の と き 
に は エン ピ ツ で 挿し 絵 も 入れ た 宇宙 図鑑 を 
完成 させ まし た ] 

大 学 時 代 は バン ド 活 動 に 没頭 、 社 会 人 に 
な っ て か ら 宇 宙 に 関わ る 趣味 の 活動 は 行っ 
て いた も の の 、 絵 を 描い た りす る 創作 活動 
に は 関わ っ て いな か っ た 。 し か し 1997 年 、 
マー ズ ・ パ ス フ ァ イン ダー の ミッ ショ ン に 
触 玩 さ れ 、 そ の 年 の 7 月 4 日 、 マ ー ズ ・ パ 

ファ イン ダー が 火星 に 着陸 し た 日 に ホー 


ムペ ー ジ を 立ち 上 げ 、 趣味 で 描い た イラ ス 
ト を 発表 する よう に な っ た の だ と いう 。 

「 そ ん な と き に 「MUSES-C と いう 探査 
計画 が ある ん で す が 、 そ の 後継 機 の イメ ー 
ジイ ラス ト を 描い て も ら え ませ ん か ] と 関 
係 者 か の ら 声 が か か っ た 。 そ れ が この 世界 に 
入る きっ か け と な り ま し た 。 い わ ば 、「『 は 
や ぶさ 」 が 、 私 を この 世界 に 導い て くれ た 
ん で す 。 プ ロジ ェクト チー ム の 皆さん に と 
っ て 「 は や ぶさ 」| は わが 子 。 私 に と っ て は 
竣 っ 子 の よう な 存在 で し た ね ]」 

創作 に は 音楽 が 欠か せ ず 、 し か も ミッ シ 
ョ ン ご と に ジャ ン ル は 決ま っ て いる と いう 。 

「 ど ん な 曲 を 聴き な が ら 描 いて いる か は 
創作 上 の 秘密 ( 笑 ) 。 作品 を 見 な が ら 想 像 
し て みて くだ さい ] 

JAXA デ ジタル アー カイ ブ (http:// 
jda.jaxa.jp) で も 、 池 下 氏 の 作品 に 触れ る 
こと が で きる 。 


星 に 到着 し た 「 あ か つき ] 


イト カワ に 接近 する 「 は や ぶさ ] 


小さ い 頃 か ら 天 文 ファ ン 。 宇宙 細密 画 
の 岩崎 一 彰 氏 の 絵 に 感銘 を 受け た こと 
が きっ か け で 宇宙 を 描く こと に な る 。 
大 学 で は 電子 工学 を 専攻 し 、 情 報 シス 


テム の エン ジニ ア を 経た 後 、 総 合 商社 
の 営業 職 に 転身 、 そ の 後 独立 。 リ アリ 
ティ と 美 を 追求 し た CG は 多く の 人 々 
を 魅了 し て いる 
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